
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

令和元年１０月２０日（日）、県教育委員会主催による留学フェアを香川県社会福祉総合センターの大会議室で開催

しました。中高生２８名、保護者・教職員２７名が参加し、国や県の留学支援制度の話や今年度留学や語学研修を体験

した生徒からの報告を聞いたり、大学生の留学経験者を囲んでの座談会では留学体験について熱心に質問をしたりして

いました。参加者からは、「たくさんの情報を得ることができ、留学へのモチベーションが上がった」「留学した人と

直接話ことができ大変良かった」などの感想が寄せられました。来年度、多くの生徒が、トビタテ！留学JAPANなど

の留学支援制度を利用して、海外へ飛び立つことを期待しています。 

 

     

トビタテ！留学JAPANの説明       留学体験報告       留学経験者を囲んでの座談会 

【留学フェアの内容】 

 

①海外大学進学についての説明 

②留学支援制度についての説明 

 ・「トビタテ！留学JAPAN」について 

 ・「トビタテ！留学SANUKI」について 

③留学及び語学研修体験報告 

 ・トビタテ留学！JAPAN / SANUKI経験者 

  ・国費補助による語学研修実施校 

④留学経験者を交えての座談会 

⑤個別相談会 

留学フェアを開催 

しました！ 
 

高校生海外留学ガイド 

留学してんまい 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://tobitate.mext.go.jp/hs/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国と民間が協力して多様な留学プランを応援しようという支援制度で、返済不要の手厚い奨学金です。新高校

２・３年生については、留学内容によって、アカデミック（テイクオフ）、アカデミック（ショート）、アカデミック（ロン

グ）、プロフェッショナル、スポーツ・芸術、国際ボランティアの６つのカテゴリーがあり、期間も１４日から１年間ま

で選ぶことができます。留学の種類、地域などによって支援金額は変わります。例えば、３週間の北米語学留学

あれば、条件によって３６万円または４５万円が支給されます。 

第６期生（2020年度出発）の採用予定人数は、今年度同様、８００人です。採用については、英語力や専門

性は問われませんが、情熱、好奇心、独自性が求められます。申し込みは、各学校を通して行うことになってい

ます。早めに学校の先生と留学内容や申込書の書き方について相談しましょう。    
詳しくは、下のURLを参考にしてください。募集要項や申込書などの応募書類一式の他、「留学大図鑑」の中

には留学経験者の計画書、留学体験談、留学お悩み回答集なども多数掲載されています。                                       

申込締切：１月２8日１７時  

情熱、好奇心、独自性が求められる！ 
～自分なりの留学をしたい人は支援金額も多いこの制度への応募

を第一に考えてみましょう～ 

   

 

 

皆さん、ベリーズという国を知っていますか。ベリ

ーズは中米にある小さな国です。そこで私は、血圧や

血糖値計測・街の清掃などを行う公衆衛生に関する

ボランティアを行いました。行く前に、インターネッ

トである程度の情報は調べていましたが、現実とは

全く違っていることが一番印象に残っています。自

分の目で見ないとわからないことばかりだと感じま

した。ホームステイをしていましたが、生活すること

自体がとても大変でした。 

今回の経験を活かし、将来は、どんな状況でも困っ

ている人を助けることができる看護師になります。 

私 

 

は 

 

今年度、「トビタテ！留学JAPAN」を利用して短期留学した生徒さんからの報告 

トビタテ留学！

JAPAN 

  

助けられる人を増やす

～ベリーズでの経験～  

（高松北高校 ３年） 

国際ボランティア・ベリーズ・２週間   

語学留学（中国語）・台湾・３週間 

台湾を知る 

（香川中央高校 ２年） 

私は、台湾の淡水にある淡江大学中国語センター

に、この夏、３週間、語学留学をしました。中国語

を学ぶことと台湾の文化に触れることが留学の目的

でした。印象に残ったことは、日本と台湾のゆかり

の深さを感じた部分と、日本とも中国とも違う独特

の文化がある部分の両方がある点です。私が参加し

たこのプログラムには、世界中から同世代の人たち

が参加しており、彼らと友だちになれたこともこの

留学の大きな収穫です。中国語でのコミュニケーシ

ョンは大変でしたが、中国語を実際に使う良い経験

となりました。    

将来は、国と国をつなぐ仕事に就き、世界で活躍

することが私の夢です。   

 

           

中国語センターでの活動の様子 

公衆衛生ボランティアの活動の様子 



 

 

 

 

 

国の「トビタテ！留学 JAPAN」に応募し、採用されなかった留学希望者に対しては、香川県の「トビタテ！留学

SANUKI」という支援制度があります。 「トビタテ！留学SANUKI」  に採用された方は、最大１０万円の補助を受 

けることができます。（令和２年度の採用の詳細については未定です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トビタテ！留学 JAPANへ 

のエントリーが必要！ 
 

                                   

                         

 

腕と指先を使い、もっと繊細な表現ができるようになるために、ミュン

ヘン芸術大学付属バレエ学校とハンブルクのバレエ学校に通いました。日

本にいるときから課題は認識していましたが、具体的にどこをどのように

改善すればよいか分からなかったので、今回の留学を通して、その改善の

ヒントを得られました。帰国後も、改善点を自分でも意識をして練習に励

むことができているのが、成長した点です。バレエの先生からも、腕の動

きが良くなったと褒められました。この留学の成果を皆さまに還元し、観

てくださる方々を幸せにしたいと考えています。                          

今年度、トビタテ！留学SANUKIを利用して短期留学した生徒さんからの報告

です 

 

 

自分を再発見する（高松西高校 ２年） 

 

 午前中はプノンペン市内の公立小学校で子ど

もたちと勉強し、午後は主に小学校の校舎の修繕

を行いました。折り紙とけん玉を持っていき子ど

もたちに教えましたが、日本に興味を持ってくれ

たことがとても嬉しかったです。留学中は何か目

標をもって取り組むことが大切だと何度も思い

知らされました。一緒に活動した他国からの参加

者を見て、帰国後は勉強する量が増え、また、自

立して生きていこうと考えるようになりました。

現地で目にしたもの、経験したことが私にとって

は新鮮で視野が広がったように思います。     

 

 

180度変わった私の価値観（丸亀高校 ２年） 

 

元々国際ボランティアに興味があり、高校生の

うちに自分の視野を広げるために絶対にどこかに

留学したいと思っていました。現地での活動を通

して、自分の行った活動が少しでも人の役に立つ

という喜び、そして心から感謝されることの幸せ

を本当に強く実感しました。教育の分野に関心が

ありましたが、留学後は環境衛生に強く興味を持

つようになりました。「発展途上国＝不幸せ」とい

う自分の中の固定観念を打破することができ、自

分の視野が広がり、価値観が変わりました。

 

トビタテ留学！

SANUKI 

バレエ留学・ドイツ・３週間 

国際ボランティア・ 

カンボジア・２週間 

国際ボランティア・ 

ガーナ・２週間 

 

バレエ学校の外観 

小学校での活動

の様子 

小学校の改修工

事の手伝い 

バレエの動き～指先、手のひら、手首、腕～ 

（三木高校 ２年） 

 



 

１．留学すると留年しないか心配です。 

 高校生の留学によくあるケースで考えてみましょう。 
 ２～３週間の語学研修を行う場合は、期末考査等と重ならないように計画して、担任や部活動の顧問の先生と相談しながら進

めれば、休学の手続きは必要ありません。この場合は、夏・冬・春休みなどを利用するのが一般的です。 
 １学期間を超える留学を行う場合で、かつ高校を３年間で卒業したい場合には、海外の高校で１年間、外国の生徒と同じ授業

を受けて単位を修得しなければなりません。また、この単位を帰国後に日本の高校の単位として認めてもらう必要があります。

このタイプの留学を行おうとする場合は、前もって高校の先生と相談したうえで実施してください。 
 下の表に、高校でよくある留学のパターンをまとめています。ご覧ください。 

 

２．留学には多くの費用がかかりそうで心配です。 

まさにこの悩みを解決するために創設されたのが留学支援制度です。この制度は、熱意や独自性、家計状況などによって

採用を判断しています。金額は、留学先や期間、家計状況によって差があります。例えば、 「トビタテ！留学 JAPAN」では、ア

ジアで３週間の国際ボランティアプログラムが採用されれば、１８万円または３０万円の支給となり、少ない自己負担で留学する

ことができます。 

３．留学先の国や宿泊施設をどうやって決めればいいのですか。 

 多くの留学は、留学エージェントと呼ばれるあっせん団体の既成プランを利用したものです。留学先の国や宿泊施設につい

ては、予め決められています。既成プランも数多く用意されていますので、いくつかのプランを比較してみるとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

４．帰国後の勉強の遅れや卒業後の進路が不安です。 

高校生の留学は１ヶ月以内のものが約９０％を占めており、長期休暇を利用して留学をすれば、授業を休むことなく留学をす

ることができます。また、１年程度の長期留学を行う場合でも、１でお答えしたとおり単位を認定してもらうことで留年せずに卒業

することも可能です。 
 留学中に得られる自己表現能力やサバイバル能力、世界の同世代とつながることのできるグローバルな連携は、特に大学入

試等で、独創性を発揮するよい機会となります。 
 

 

 

 

    

２～３週間 
・長期休暇などを利用して休学せずに参加できる。  

・利用できる支援制度が１年間の留学に比べて多く、留学希望者に対して門戸が広く設定されている。 

１年間 
・外国での単位を日本の単位として認めてもらう留学がある。 

・日本での学習課程を全て修めたい場合は、留学後に下の学年に復学することができる。 

 

令和元年１２月発行 

香川県教育委員会

 

 

文部科学省委託事業：留学相談ホットラインは、高校生本人や保護者の方、また高校教員の皆さまを対象に、

一般社団法人海外留学協議会（JAOS）が提供する無料の留学相談サービスです。経験豊富な留学カウンセラー

が留学の疑問や不安にお答えします。 

電話番号：０３-６２２８-１５１２  （受付時間：火・金 13：00～17：00） 

※オンライン相談もあります。詳細は、以下のURLでご確認下さい。                            

https://tobitate.mext.go.jp/hs/bachelor_degree/  
 


